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  (２)  将来にわたり持続可能な経営の実現

　　　  下水道事業の経営を将来にわたって持続可能なものとするため、事務事業の見直し

　    を徹底して行い、下水道使用料などの収益を確実に確保するとともに、下水道施設の

　　  維持管理費などといった費用の削減を図る。

  (３)　 一般会計予算編成方針との整合

　　　  下水道事業の経営には一般会計からの補助金の繰入れが不可欠である状況に鑑み、

　  令和８年度の下水道事業会計の予算原案作成の基本的な考え方は、１の下水道事業の財

  務状況と収支の見通しの内容を踏まえて、次のとおりとする。

  (１)　八街市総合計画２０２５等の着実な推進

　　　  八街市総合計画２０２５前期基本計画等の市の策定する計画に掲げる下水道事業に

　　  関する施策のほか、公共下水道事業計画や公共下水道ストックマネジメント計画など

　　  に定める事業計画を着実に推進するため、必要な予算を確保する。

　　  下水道事業会計の予算原案作成は、令和８年度の一般会計予算の予算編成方針の趣旨

　　  を尊重し、これとの整合をとりつつ行うものとする。

地方公営企業の収入の増加につながるような要因は見当たらず、また、日本銀行が令和

７年７月に公表した経済・物価情勢の展望（展望レポート）では、日本経済の先行きは、

各国の通商政策等の影響を受けて、海外経済が減速し、わが国企業の収益なども下押し

されるもとで、緩和的な金融環境などが下支え要因として作用するものの、成長ペース

もとで、成長率を高めていくと見込まれるとされている。一方、リスク要因としては様々

２　予算原案作成の基本的な考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事態を招くことになるなど、独立採算を原則とする地方公営企業の財務状況としては、

決して健全であるとはいえない状況になっている。また、水洗化人口も平成２７年度末の

１９，７１５人をピークに減少傾向が続いており、令和６年度末における水洗化人口は

１８，５６６人と、前年度と比較してやや持ち直したものの、ピーク時と比較すると６％

 近い減少となっている。

令和８年度においても、下水道使用者の大幅な増加や大規模事業所の開設などといった

１０，８１４，８２５千円、資本計上額が１，０３９，１４３千円となる見通しである。

しかしながら、令和７年度に生じる純利益は、一般会計から他会計補助金を

１２０，２８９千円繰り入れることを前提としたものであり、この補助金の繰入れがなけ

れば同年度において多額の純損失が生じることになり、その結果、資本が外部へ流出する

なものがあるが、とくに各国の通商政策等の今後の展開やその影響を受けた海外の経済・

物価動向を巡る不確実性は高い状況が続いており、その金融・為替市場やわが国経済・

物価への影響については、十分注視する必要があるとされている。リスクバランスをみ

ると、経済の見通しについては、２０２５年度と２０２６年度は下振れリスクの方が大き

 いともされている。

そのような中においては、下水道使用料などの収益が増加するといった見通しを立て

ることは難しく、また、昭和５０年代に建設した管路施設を中心に、その補修や更新と

いった老朽化対策の需要も益々高まっていくことが予想されるため、令和８年度におけ

る下水道事業の財務状況は、依然として厳しいものになると考えざるを得ない。

は鈍化すると考えられ、その後については、海外経済が緩やかな成長経路に復していく

令和６年度末時点における下水道事業の資産、負債及び資本の状況は、資産総額が

１２，１７１，１１７千円であるのに対して負債総額が１１，１６３，７２１千円となっ

ており、資本への計上額は１，００７，３９６千円となっている。一方、令和７年度には

純利益が２５，９２９千円生じる見込みであり、その結果、令和７年度末における下水道

事業の資産、負債及び資本の状況は、資産総額が１１，８５３，９６８千円、負債総額が

 1. 予算原案作成方針

令和８年度八街市下水道事業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年１０月２８日

１ 下水道事業の財務状況と収支の見通し
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※ 表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない場合があります。

※ 表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない場合があります。

14.2 

746,056 100.0 

 4. 予備費 1,000 0.1 

 1. 予備費 1,000 0.1 

 1. その他特別損失 1 0.0 合　　　計 794,613 100.0 

 3. 特別損失 1 0.0  1. その他特別利益 830 0.1 

 3. 雑支出 3,845 0.5 

 1. 受取利息及び配当金 41 0.0  5. 減価償却費 455,546 61.1 

 2. 営業外収益 455,641 57.3  4. 流域下水道維持管理負担金 131,584 17.6 

 3. 特別利益 830 0.1 

 2. 消費税及び地方消費税 9,511 1.3  4. 雑収益 32,384 4.1 

 1. 支払利息及び企業債取扱諸費 41,028 5.5  3. 長期前受金戻入 310,475 39.1 

 2. 営業外費用 54,384 7.3  2. 他会計補助金 112,741 

 3. その他営業収益 95 0.0  3. 総係費 73,825 9.9 

 2. 雨水処理負担金 64,497 8.1  2. 汚水管渠費 18,970 2.5 

 1. 下水道使用料 273,550 34.4  1. 雨水管渠費 10,746 1.4 

 1. 営業収益 338,142 42.6  1. 営業費用 690,671 92.6 

（千円） （％） （千円） （％）

 1. 下水道事業収益 794,613 100.0  1. 下水道事業費用 746,056 100.0 

科　　　　　目 予定額 構成比 科　　　　　目 予定額 構成比

100.0 154.1 247,815,000 

 3. 収益的収入及び支出の科目別予定額及び構成比

（収入） （支出）

合　　計 1,668,376 100.0 164.0 273,550,000 1,607,689 

8,481,000 

減免対象 23,753 1.4 0.0 0 23,517 1.5 0.0 0 

165.0 505,000 

公共施設等 52,455 3.1 201.9 10,590,000 44,750 2.8 189.5 

238,829,000 

事業場等 3,573 0.2 179.1 640,000 3,060 0.2 

（円/㎥） （円）

家 庭 用 1,588,595 95.2 165.1 262,320,000 1,536,362 95.6 155.5 

構成比 使用料単価(税込) 下水道使用料

（㎥） （％） （円/㎥） （円） （㎥） （％）

有収水量 構成比 使用料単価(税込) 下水道使用料 有収水量

 2. 下水道使用料の算定基礎

区　　分 令和８年度 令和７年度

合　　　計
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 4. 資本的収入及び支出の科目別予定額及び構成比

（支出）

※ 表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない場合があります。

246,624 100.0 

 1. 受益者負担金 2,418 1.0 

 4. 負担金 2,418 1.0 

402,985 100.0 

 1. 補助金 31,534 12.8 

 1. 建設企業債償還金 250,753 62.2 

 1. 資本的支出 402,985 100.0 

 3. 補助金 31,534 12.8 

 2. 企業債償還金 250,753 62.2 

 1. 他会計補助金 43,772 17.7 

 2. 流域下水道建設費負担金 54,819 13.6 

 2. 他会計補助金 43,772 17.7 

 1. 汚水管渠建設改良費 97,413 24.2 

 2. その他の企業債 2.6 6,500 

科　　　　　目 予定額 構成比 科　　　　　目 予定額 構成比

（収入）

 1. 建設企業債 162,400 65.8 

 1. 企業債 168,900 68.5  1. 建設改良費 152,232 37.8 

（千円） （％） （千円） （％）

 1. 資本的収入 246,624 100.0 

合　　　計

合　　　計
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 5. 収益的収入及び支出の前年度当初予算額との比較

（収入）

 1. 下水道事業収益

（支出）

 1. 下水道事業費用

0.0 

1 

1,000 

1,000 

746,056 745,747 

1,000 

1,000 

1 

309 

 6. 資産減耗費

 2. 営業外費用

 4. 流域下水道維持管理負担金

 5. 減価償却費

131,584 

455,546 

0 

54,384 

 3. 雑支出

 3. 特別損失

 1. 支払利息及び企業債取扱諸費

 2. 消費税及び地方消費税

41,028 

9,511 

3,845 

1 

合　　　計

 4. 予備費

 1. 予備費

 1. その他特別損失

0.0 

 2. 汚水管渠費

 3. 総係費

 1. 営業費用

 1. 雨水管渠費

690,671 

10,746 

18,970 

73,825 79,199 

15,303 

10,471 

694,528 △ 3,857 

275 

3,667 

△ 5,374 

△ 0.6 

2.6 

24.0 

△ 6.8 

合　　　計

 4. 雑収益

 3. 特別利益

32,384 

830 

830 

794,613 775,979 

830 

30,034 

830 

2,350 

0 

0 

18,634 

科　　　　　目

746,056 745,747 309 

 2. 他会計補助金

 3. 長期前受金戻入

 2. 営業外収益

 1. 受取利息及び配当金

112,741 

310,475 

△ 2.0 

41 

120,289 

314,567 

0 

△ 7,548 

△ 4,092 

0.0 

△ 6.3 

△ 1.3 

 1. その他特別利益

455,641 

41 

464,931 △ 9,290 

科　　　　　目 令和８年度

予定額

（千円）

Ａ

令和７年度

予定額

（千円）

 2. 雨水処理負担金

 3. その他営業収益

 1. 営業収益

 1. 下水道使用料

3.6 

△ 29.6 

794,613 

338,142 

273,550 

64,497 

95 

775,979 

310,218 

247,815 

62,268 

135 

18,634 

27,924 

25,735 

2,229 

△ 40 

2.4 

増減額

（千円）

Ｃ＝Ａ－ＢＢ

増減率

（％）

Ｃ／Ｂ

9.0 

10.4 

7.8 

0.0 

0.0 

2.4 

令和８年度

予定額

（千円）

Ａ

令和７年度

予定額

（千円）

Ｂ

増減額

（千円）

Ｃ＝Ａ－Ｂ

増減率

（％）

Ｃ／Ｂ

809 0.6 

△ 0.1 

皆減

15.3 

6.5 

42.3 

94.0 

△ 99.9 

0.0 

0.0 

0.0 

△ 2,585 

2,828 

1,863 

△ 649 

7,213 

2,522 

△ 3,047 

0 

0 

0 

3,048 

1,982 

6,683 

38,506 

47,171 

2,585 

456,195 

130,775 

 2. 減損損失 0 3,047 △ 3,047 皆減
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 6. 資本的収入及び支出の前年度当初予算額との比較

（収入）

 1. 資本的収入

（支出）

 1. 資本的支出

 3. 雨水管渠建設改良費 0 19,196 △ 19,196 皆減

合　　　計

 2. 企業債償還金

 1. 建設企業債償還金

 1. 汚水管渠建設改良費

 2. 流域下水道建設費負担金

97,413 

54,819 

250,753 

250,753 

402,985 

95,130 

△ 7,607 

△ 7,607 

△ 26,874 

2.4 

科　　　　　目

 2. 工事負担金 0 

246,624 

6,719 

275,002 △ 28,378 

皆減

△ 10.3 

△ 6,719 

 1. 建設改良費

402,985 

152,232 

429,859 

171,499 

令和８年度

予定額

（千円）

Ａ

令和７年度

予定額

（千円）

△ 6.3 

△ 11.2 

 2. 他会計補助金

 1. 他会計補助金

 1. 企業債

 1. 建設企業債

168,900 

162,400 

43,772 

43,772 

185,600 △ 16,700 △ 9.0 

185,600 

42,538 

42,538 

△ 23,200 

 4. 負担金

 1. 受益者負担金

 3. 補助金

 1. 補助金

31,534 

31,534 

 2. その他の企業債 0 6,500 皆増6,500 

合　　　計

科　　　　　目 増減率

（％）

Ｃ／Ｂ

246,624 275,002 △ 28,378 △ 10.3 

令和８年度

予定額

（千円）

△ 6.3 

Ａ

令和７年度

予定額

（千円）

Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ

（千円）

増減額

1,234 

1,234 

△ 5,966 

△ 5,966 

△ 6,946 

2.9 

2.9 

△ 15.9 

△ 15.9 

△ 74.2 

△ 12.5 

2,418 

2,418 

37,500 

37,500 

9,364 

2,645 △ 227 △ 8.6 

（千円）

Ｂ

増減額

429,859 

258,360 

258,360 

57,173 

Ｃ＝Ａ－Ｂ

増減率

（％）

Ｃ／Ｂ

△ 26,874 

△ 19,267 

2,283 

△ 2,354 △ 4.1 

△ 2.9 

△ 2.9 
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 7. 収益的収入及び支出の実施計画の内訳

（収入）

節

 1. 下水道事業収益

 下水道使用料

 一般会計負担金

 一般会計補助金

 手数料

 預金利息

 有価証券利息

 一般会計補助金

 長期前受金戻入

 その他雑収益

 その他特別利益

（支出）

節

 1. 下水道事業費用

 委託料

 保険料

 光熱水費

 通信運搬費

 委託料

 手数料

 賃借料

 修繕費

 材料費

 保険料

28  ポータブルガス検知器点検手数料

 公共下水道管路システム保守管理業務、公共下水道

 供用開始状況図作成業務、汚泥中間処理業務、水質

12,044  公共下水道維持管理業務、マンホールポンプ遠方監

 視システム保守管理業務、公共下水道台帳作成業務、

50  下水道施設修繕用材料費

42  日本下水道協会賠償責任保険

9  管路敷設用地賃借料

4,951  下水道施設修繕費

6  マンホールポンプ異常通報用電話回線使用料

21  日本下水道協会賠償責任保険

 2. 汚水管渠費 18,970 

 1. 雨水管渠費 10,746 

10,725  大池調整池維持管理業務

 検査業務、異常気象に伴う緊急対応業務

 1. 営業費用 690,671 

款・項・目 予定額 説　　　　　明

（千円）

830  企業債元金償還財源に係る過年度収益化不足額の収

 益化

1,840  マンホールポンプ電気使用料

 3. 特別利益 830 

 1. その他特別利益 830 

 に係る繰延収益の収益化による収益、有価証券評価

 差益、複写機使用料

 4. 雑収益 32,384 

32,384  行政財産使用料、延滞金、準建設改良債元金償還金

746,056 

 3. 長期前受金戻入 310,475 

310,475  長期前受金戻入

 2. 他会計補助金 112,741 

112,741  一般会計補助金

 1. 受取利息及び配当金 41 

1  預金利息

95  指定下水道工事店登録（継続登録）手数料

 2. 営業外収益 455,641 

40  有価証券利息

60,743  雨水処理に要する経費に対する一般会計補助金

 3. その他営業収益 95 

 2. 雨水処理負担金 64,497 

3,754  大池調整池維持管理負担金

 1. 下水道使用料 273,550 

273,550  下水道使用料

794,613 

 1. 営業収益 338,142 

款・項・目 予定額 説　　　　　明

（千円）
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節

 給料

 手当

 賞与引当金繰入額

 報酬

 法定福利費

 法定福利費引当金繰入額

 旅費

 退職手当組合負担金

 備消品費

 燃料費

 印刷製本費

 通信運搬費

 委託料

 手数料

 修繕費

 負担金

 研修費

 食糧費

 会費負担金

 保険料

 公課費

 貸倒引当金繰入額

 負担金

 有形固定資産減価償却費

 無形固定資産減価償却費

 企業債利息

 借入金利息

 消費税及び地方消費税

 その他雑支出

 その他特別損失

 予備費 1,000  予備費

 4. 予備費 1,000 

 1. 予備費 1,000 

 1. その他特別損失 1 

1  下水道使用料、受益者負担金に係る貸倒損失

 還付加算金、有価証券評価差損

 3. 特別損失 1 

 3. 雑支出 3,845 

3,845  下水道使用料、受益者負担金に係る過誤納還付金、

 2. 消費税及び地方消費税 9,511 

9,511  消費税及び地方消費税納税予定額

40,728  企業債利子

300  一時借入金利子

 2. 営業外費用 54,384 

 1. 支払利息及び企業債取扱諸費 41,028 

426,888  有形固定資産減価償却費

28,658  無形固定資産減価償却費

131,584  印旛沼流域下水道維持管理負担金

 5. 減価償却費 455,546 

 額

 4. 流域下水道維持管理負担金 131,584 

10  自動車重量税

870  下水道使用料、受益者負担金に係る貸倒引当金繰入

 印旛沼流域下水道事業連絡協議会負担金

59  自動車保険

4  下水道事業運営審議会用

186  日本下水道協会負担金、千葉県下水道協会負担金、

 業務、預金口座振替業務、下水道使用料改定に伴う

531  下水道使用料改定チラシ、受益者負担金納入通知書

33  文書発送費

72  事務用消耗品、現場用消耗品

99  現場用車両等燃料費

6,278  職員人件費負担金、庁舎負担金

191  研修参加負担金

 料、振込手数料

171  現場用車両修繕費

928  出納取扱金融機関事務取扱手数料等、下水道使用料

 収納手数料、預金調査手数料、振込データ転送手数

 システム改修、下水道使用料改定チラシ配布業務

6,519  退職手当組合負担金

 員災害補償基金負担金、互助会負担金

580  損益勘定支弁職員５名の法定福利費引当金繰入額

122  下水道事業運営審議会委員の報酬

5,212  損益勘定支弁職員５名の共済組合負担金、地方公務

20,975  公営企業会計システム保守業務、下水道使用料徴収

 児童手当、住居手当

2,949  損益勘定支弁職員５名の賞与引当金繰入額

7,465  損益勘定支弁職員５名の扶養手当、地域手当、

 通勤手当、時間外勤務手当、期末手当、勤勉手当、

 3. 総係費 73,825 

20,554  損益勘定支弁職員５名の給料

17  研修参加時旅費

款・項・目 予定額 説　　　　　明

（千円）
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 8. 資本的収入及び支出の実施計画の内訳

（収入）

節

 1. 資本的収入

 公共下水道事業債

 流域下水道事業債

 資本費平準化債

 下水道事業債（特別措置分）

 公共下水道事業債

 他会計補助金

 国庫補助金

 受益者負担金

（支出）

節

 1. 資本的支出

 給料

 手当

 賞与引当金繰入額

 法定福利費

 法定福利費引当金繰入額

 旅費

 退職手当組合負担金

 備消品費

 委託料

 研修費

 工事請負費

 流域下水道建設費負担金

 公共下水道事業債元金償還金

 流域下水道事業債元金償還金

 下水道事業債（特別措置分）元

 金償還金

 資本費平準化債元金償還金

 公営企業会計適用債元金償還金 3,900 

60,809 

25,445 

19,711 

250,753 

54,819 

13,640 

 公営企業会計適用債元金償還金

3,370 

1,135 

 下水道用資材単価特別調査業務、都市計画デジタル

200 

 データ整備業務

353 

 退職手当組合負担金

 資本費平準化債元金償還金

250,753 

 流域下水道事業債元金償還金

140,888 

 下水道事業債（特別措置分）元金償還金

 1. 建設企業債償還金

 公共下水道事業債元金償還金

 1. 汚水管渠建設改良費

 資本勘定支弁職員３名の給料

402,985 

152,232 

5,406 

 手当

 資本勘定支弁職員３名の賞与引当金繰入額

 資本勘定支弁職員３名の扶養手当、地域手当、通勤

 手当、時間外勤務手当、期末手当、勤勉手当、児童

 1. 建設改良費

4 

 事務用消耗品、現場用消耗品

 資本勘定支弁職員３名の法定福利費引当金繰入額

 研修参加時旅費

 印旛沼流域下水道建設費負担金

 2. 企業債償還金

54,819 

58,799 

 2. 流域下水道建設費負担金

 研修参加負担金

 汚水枝線整備工事、公共下水道汚水桝設置工事

283 

 汚水枝線整備工事に伴う附帯工事

1,793 

 員災害補償基金負担金、互助会負担金

 資本勘定支弁職員３名の共済組合負担金、地方公務

 1. 受益者負担金 2,418 

2,418  下水道事業受益者負担金

款・項・目

（千円）

予定額

31,534  社会資本整備総合交付金、地域未来交付金

 4. 負担金 2,418 

97,413 

12,430 

説　　　　　明

 1. 補助金 31,534 

 3. 補助金 31,534 

8,600  下水道事業債（特別措置分）

 1. 他会計補助金 43,772 

43,772  一般会計補助金

 2. 他会計補助金 43,772 

54,600  流域下水道事業債

67,000  資本費平準化債

 2. その他の企業債 6,500 

6,500  デジタル活用推進事業債

 1. 建設企業債 162,400 

32,200  公共下水道事業債

246,624 

 1. 企業債 168,900 

款・項・目 予定額 説　　　　　明

（千円）
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